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記念すべき初めての交流～ガラパゴス諸島の学生と～

スマートフォンから見やすい
デジタル版議会だよりはこちらから
http://www.gijiroku.jp/ogasawara/

硫黄島訪島事業はここ2年
洋上慰霊となっています。
なるべく早く停泊を可能と
し、上陸をして、旧島民の
方々の訪島事業と小笠原の
子供たちへの平和教育の場
をなんとか再開させたいも
のです。

硫黄島洋上慰霊祭
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9月定例会では、村長から提出された「29 年度決算」の審査を行うため、2日間にわたり決算　特別委員会が開催されました。「予算の使い方は
適正かつ効率的であったか？」次年度の予算編成に生かすため、審査を行いました。委員から　どのような指摘・要望があったのか、その一部
をご紹介します。

□答

■問

■問

□答

■問

□答

■問

□答

バス事業　2,655万円
乗客数が増えている。ニーズが高まっ

ているととらえているが、運行便数を増や
す考えはあるか。（清水委員長）

採算を考えながら増やすことは難しい
が、議会から採算よりも増便という提案が
あれば考えていきたい。（村長）

硫黄島関連事業　2,248万円
特別賃借権の今後について村長はどう

考えているか。（一木）
返還から50年、過去の経緯を知ってい

る我々世代で整理解決したいと思っている
が、様々な課題がある。（村長）

遺骨収集で使用する車両、重機が現地
できちんと管理されているか確認をしてい
るか。保管方法について改善を。（杉田）

訪島の折に管理を委託している業者か
ら報告を受ける等している。（総務課長）

住宅政策推進事業519万円
今後、これまでの規模での宅地分譲は

難しいと思うが、小規模ではどうか。硫黄
島一泊所の土地建物の現状は。（一木）

硫黄島一泊所は引き続き入居してもら
う。村営住宅は入居者がいなくなったら取
り壊す予定。周辺の土地含め一体的な利用
を考えていく。（副村長）

歳 出
東京都市町村総合交付金
7億 5,345 万円

他の人口規模等が類似している町村と
比べると交付額が少ないのでは。（一木）

各市町村交付額は 29 年度から公表さ
れている。単年度での比較分析は難しい。
21 年度以降毎年 7 億円代の額の交付を受
けている。各年度の状況に応じて増減があ
ると考えているが、ほかの町村も同様なの
では。また当村では他町村には無い小笠原
諸島振興開発特別措置法による収入もあ
る。（財政課長）

面積が 100㎢以上の市町村は交付金額
を決める際に使われる算定係数が加点され
る仕組みだが、小笠原村は対象外となっ
ている。世界自然遺産に登録され、より重
要性を増した属島の管理という役目を村は
担っているのだから、この交付基準の対象
となるよう働きかけられないか。（一木）

今後はそういったことも東京都に訴え
かけていく。（村長）

※市町村総合交付金…
東京都が多摩・島しょの市町村の財源を
補うために配分している交付金。交付額
は市町村の財政状況などに基づき東京都
が決定します。

□答

■問

□答

歳 入

■問

　　平成29年度の決算を審査する「決算特別委員会」を開催　9月20日～21日
議会がチェック！！
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一般会計決算

特別会計決算

認定第1号ほか8件
平成29年度小笠原村一般会計及び
特別会計歳入歳出決算を認定

29年度決算は、委員会での審査の後、本
会議で採決を行いすべて認定しました。
今回の決算委員会では、村の所有する財
産、AEDの管理に一部不備があることが
明らかとなりました。
委員会からは特に以下の点を指摘、平成
29年度決算についてはすべて認定すべき
と議長に報告しました。

決算委員会からの意見
・ネズミによる被害が父・母島両島で急
　 増している。対策を。
・村所有の物品、車両等の適正管理を。
・重度心身障害者（児）に対する福祉、
　教育、医療面の支援を図られたい。
・行政需要の増に対応するべく職員の定
　数見直しを含めた積極的な施策の検討
　を求める。

歳入総額 49億2,650万5,424円

歳出総額
歳入歳出差引残額

47億5,730万3,209円
1億6,920万2,215円

歳入総額 20億6,089万143円

歳出総額
歳入歳出差引残額

20億4,684万4,873円
1,404万5,270円

国民健康保険や簡易水道事業、介護保険な
ど、合計8の特別会計があります。

9月定例会では、村長から提出された「29 年度決算」の審査を行うため、2日間にわたり決算　特別委員会が開催されました。「予算の使い方は
適正かつ効率的であったか？」次年度の予算編成に生かすため、審査を行いました。委員から　どのような指摘・要望があったのか、その一部
をご紹介します。

□答

□答

■問
有料老人ホーム運営　8,050万円

特別養護老人ホームを作る考えはある
か。（安藤）

直近で具体的な動きはない。（村長）
財源は利用者からの使用料1,200万円

のみ。赤字解消のアイデアは。（一木）
島で最期を迎えたいという要望に応え

るために当初から赤字覚悟で施設を作っ
た。財源確保の努力はしていくべきだが、
難しい。（副村長）

ネズミ食害対策事業　44万円
農作物や集落内の被害が多大。絶滅さ

せた島の実例も踏まえて対策を考えてほし
い。島全体で考えて取組まないと減らすこ
とはできないのでは。（稲垣・一木・安藤）

集落内と農地の問題、さらに島全体で
の取組みについては農地は農地周りに殺鼠
剤をまくことで対応している。殺鼠剤の購
入費補助として、50万円を毎年計上して
いるが使い切っていない。足りなければ、
補助額を増やす検討をする。
　集落の駆除は、環境課が昨年試験的に実
施。来年度は回数を増やす等も含め他の機
関と連携し進めたいが、ネズミが山から降り
てくるので、全島の対応に至っていない。
海外の事例のように餌を変えると、兄島で殺
鼠剤を使用したとき、今度はアカガシラカ
ラスバトが食べる等の問題にも波及するの
で、今は対症療法になるが、他の機関と検討
しながら対応したい。（副村長、環境課長）

■問

■問

□答

　　平成29年度の決算を審査する「決算特別委員会」を開催　9月20日～21日
議会がチェック！！ 委員長　　清水良一

副委員長　　稲垣　勇
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こんなことが決まりました 平成30年第3回定例会　　9月11日～21日

●平成３０年度小笠原村一般会計補正予算を可決
✓簡易水道事業特別会計への繰出し 1億975万3,000円
✓減債基金積立金の積み増し 8,460万2,000円
✓沖ノ鳥島視察事業中止に伴う減額分 △2,581万3,000円
 など

●生ごみ処理槽8槽を購入
電気などを使わずに、土壌菌と発酵促進剤を使って生ごみを自然に還元させ

　る生ごみ処理槽を、母島評議平に設置します。
購入金額　1,429万9,200円

●小笠原村村税条例の一部を改正
地方税法等の改正に伴い、たばこ税にかかる村の税条例を改正しました。
　　　　加熱式たばこの課税方式の見直し、たばこ税の税率の引き上げ

●教育長を選任する人事案件に同意
現教育長の松本　隆氏を、再任することに同意しました。
賛成：　稲垣・杉田・鯰江
反対：　一木・安藤・清水
※賛否同数だったため、議長裁決により同意。

●出資法人「小笠原ラム・リキュール（株）」の経営状況を報告
村が出資している「小笠原ラム・リキュール（株）」の、経営状況について毎年
報告を受けています。平成29年度は442万8265円の純利益が計上されまし

　た。

このほかの議案などの審議結果は、小笠原村ホームページをご覧ください。

内容
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一般質問

小笠原の安全安心について
鯰江議員　①お年寄りや子供など弱者の避難
計画は作成・実施しているのか。②津波対策
として新たな公共施設は高台や人工地盤の高
床式で建設することを、村はもとより都や国
関係の施設にも働きかけているか。③小・中
学校前の大村川暗渠化と、宮之浜交差点改善
の進捗状況は。④犯罪防止と抑止を考えた施
策を推進すべき。⑤島内主要箇所に監視カメ
ラを設置する必要がある。村長の考えを伺う。
村長　①津波対策も含め、防災関係機関と協
力・連携し、防災対策の充実・強化に努める。
④警察等関係機関や村民の協力を得て、安全・
安心な村の構築へ努力。⑤父島・母島の船客待
合所への監視カメラ設置は、東京都町村会と足
並みをそろえて都港湾局に要望する。島内主要
箇所への設置は、関係機関と議論したい。
総務課長　①乳幼児、身体障害者、高齢者等
を要配慮者として要配慮者支援計画を定め、
小笠原村津波避難計画では、要配慮者、避難
行動要支援者の避難対策を定めた。昨年７月
には津波避難検証を実施。返還 50 周年事業
等が落ちついたら訓練を行い、定例的に実施
できる体制等に結びつける。
総務課企画政策室長　②国や都の機関から相
談もある。津波対策を踏まえた公共施設の整
備手法を調査・研究したい。
建設水道課長　③大村川の暗渠化は維持管理
上課題が多く、相当難しいとのこと。都と協
議を続けたい。村道側はイメージハンプを４
カ所施工。宮之浜道の交差点は、都が今年度
改良工事を実施すると聞く。イメージハンプ
とあわせて通学路の安全に寄与すると期待。

鯰
江
　
満
議
員

カーボンマネジメント事業の進捗及びエネル
ギービジョン達成のための今年度来年度の実
行計画について
清水議員　①具体策は。②知見を村民へ。③
節電状況は。④売電状況は。⑤発電なし又は
発電量が減った施設がある。⑥南海トラフを
考えた計画を。
村長　①エネルギー安定確保が重要。母島再
生エネルギー１００％供給プロジェクトも協
議。⑥できることからやる。
環境課長　①地球温暖化対策実行計画は年内
策定し次年度具体化。太陽光パネル交換や定
期維持管理を検討。②計画を公表。③大幅な
増減はなし。⑤奥村交流センターは 29 年度
予想発電量の約 30％、複合施設約 50％。発
電量低下も承知。
総務課長　④認定審査が遅延。
各ビーチにおける救急救命の現状と津波等
の告知状況について
清水議員　①ＡＥＤの備えは。②防災無線の
聞こえや保守は。英語放送の検討を。③通話
エリア明示を。④避難誘導サインが必要。⑤
救急搬送に時間がかかる。島民の対応等は。
総務課長　①計 32 カ所に設置。②主要な海
岸に緊急告知している。保守は年２回。提案
は受けとめる。③考えていない。④検証し必
要な表示をしたい。
医療課長　⑤非常備のため、時間がかかる場
合は救急連絡後、可能なら診療所へ搬送を。
小笠原村における子育て教育のビジョンに
ついて
清水議員　実績と抱負を伺う。
教育長　授業力涵養や教室秩序回復等。確か
な学力で、積極的に努力する子供を育てる。

清
水
良
一
議
員
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防災対策計画・津波防災対策推進計画の諸
課題について
安藤議員　①村長の公人としての心がけは。
②防災計画のデータが最新データではない。修
正は。③防災士等の配備や職員育成は重要。④
防災普及計画の職員の項に津波が抜け、他の項
目との整合性がない。⑤避難態勢の確立とは。
⑥防災教育・訓練指導等を伺う。⑦避難所管理
の検証を。停電対応は。⑧避難所の収容人数制
限検証は。⑨電力施設の応急対策計画は。⑩太
陽光発電設備等、避難所の整備方針は。⑪備蓄
倉庫の整備状況は。⑫避難誘導看板等の増設を。
村長　①公人として全責任を負い人命第一で
陣頭指揮を取り訓練・災害備品充実等に努める。
総務課長　②三年に一度の改定で変更。デー
タは次の改正で更新。③今後資格取得を検討。
職員に防災訓練の中で習熟を図る。④津波対策
の中で対応。⑤実態に合わせ確立。⑥消防団の
訓練と避難方法の訓練を実施。個々の説明も検
討。⑦担当職員を決定。暑さ対策は重要。設備
や質の充実に注意。⑧関係機関と連携で対処。
⑨応急対策用資機材活用。⑩事例・効果を検証
し検討。⑪災害用物資を１週間分備蓄予定。⑫
検証し整備する。
国民健康保険の改正後の対応について
安藤議員　①周知方法は。工夫し丁寧に説明
しているか。②村民に不安を与えない取り組み
は。現状と今後は。③広報がわかりにくいので
は。
総民課長　①村民だよりやパンフレット等で
周知。丁寧に説明し不安を解消。②低所得者に
軽減措置設定。世帯の負担増を考慮。被保険者
全員に周知を実施。③改善する。

一般質問

安
藤
重
行
議
員

ワシントン条約の規制強化から宝石サンゴ
漁業を守ることについて
一木議員　来年 5月､ ワシントン条約の締
約国会議がある｡ 宝石サンゴが附属書 3か
ら附属書 2に規制強化されると､ 国際的な
保護意識が高まり､ 国際取引が制限され､ 需
要も減少して価格が暴落し､ 宝石サンゴ漁業
が大きなダメｰジを受ける。広大な小笠原に
は宝石サンゴ漁業で使っていない海域が山ほ
どある。そこを資源調査して､ 絶滅のおそれ
はないと証明すればいい話。資源調査を国に
求めるべき。宝石サンゴの保護 ･増殖も国・
都に求めるべき。ワシントン条約の規制強化
に対抗する交渉に役立つ。トレーサビリティ
の制度も要望すべき。流通が透明になれば密
漁品が市場に出回らなくなる。
村長　国レベルの話。村が関与できることは
限られている。父島 ･ 母島両漁業協同組合と
の調整や意見聴取､ 漁業者の要望を受けて考
える｡
航空路について
一木議員　都の 1000m 空港開設案は、
ATR600S の開発期間、工期に 20 ー 25 年
かかること、新石垣空港の環境問題を参考に
すると、早く見積もっても 35年以上先の長
期的なビジョン。建設費用も相当かかる。も
う少し現実的に考えないのか。10 ー 15 年
でできる航空路を今考える時期ではないか。
父島には最近でも、大型・中型ヘリコプター
が八丈島から飛来している。オスプレイも来
ている。村営で場外離着陸場の防災空港を目
指さないか。小池都知事の1000m滑走路の
発言が出て､ 今が決断の時。
村長　今の段階で私がそういう判断をできる
と思うのは誤り。東京都が一定の結論を出す
のを急いでいきたい。

一
木
重
夫
議
員
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稲
垣
　
勇
議
員

新ゆり丸の動向について
稲垣議員　昨年の第４回定例会でゆり丸の更
新について質問したが、その後の動きは。
村長　６月 14 日の東京都離島航路地域連絡
協議会で、伊豆諸島開発から、ゆり丸の更新
の必要性について、八丈島・青ヶ島航路及び
父島・母島航路に係る航路確保・維持計画の
中で、ゆり丸の老朽化が顕著なこと、各航路
の現状の問題点等を把握・分析するため、航
路調査を実施することが示された。今後、新
船の建造に向け所要の作業と手続が行われる
ことになる。村としても必要な支援・協力を
行いたい。

稲垣議員　①母島島民としては一歩も二歩も
進んだように思うが、そう考えてよいか。②
今後どのような航路の調査等が考えられるの
か。③来年６月の協議会に向けておおよその
計画が上がるということか。④来年 10月ご
ろまでには、新造に向けた計画が、都である
程度まとまるということか。
総務課企画政策室長　①よろしいかと思う。
②主として、各航路の問題点や課題等を把
握・分析するためのアンケートやヒアリング
調査、新しい船の諸元や建造の経費、運航の
運営収支等と、竣工までの大体の建造スケ
ジュールの３点を調査するとのこと。既にコ
ンサル会社を決定し、中身を調整中と聞いて
いる。③来年６月開催予定の航路協議会で、
建造に向けた最初の設計を盛り込んだ航路確
保維持計画を提出すると考えている。④調査
がうまくまとまり、航路協議会で計画内容が
認められるという前提で、最短で考えれば、
来年６月に建造に向けた最初の手続を盛り込
んだ形で提出できるのではないか。

月　日 訪問先 出張の用務

7月10日
7月11日
7月12日

東京都知事、東京都議会ほか
国土交通大臣、海上保安庁長官
航空路協議会

小笠原諸島返還５０周年記念行事お礼
（同行者　村長）

東京都町村会・東京都町村議会議長会
合同会議・結団式

会議出席

会議出席
7月13日
8月2日

第９５回小笠原諸島振興開発審議会 会議出席

池田 望議長出張報告

一般質問
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総務委員会　9月12日
　一木重夫委員長　　清水良一副委員長

 おがさわら丸乗船券
８月10日東京竹芝出港のおがさわら丸のチケットが、発売初日当日の午後に買
いに行くとすでに売り切れ、キャンセル待ちとなってしまった。
ある日村民との雑談でこのような話を聞きました。生活航路でもある定期船
に、小笠原に住んでいる人が希望する日に乗船できないのは問題。さっそく村
に改善の要望を申し入れました。その後問題は解消されたでしょうか。（杉田）
議員から話を聞いてすぐ小笠原海運父島営業所に事実確認をしたところ、８月
出港の乗船券は、販売開始後２時間で売り切れ、キャンセル待ちに切り替わっ
たそうです。
おがさわら丸は島と本土を繋ぐ唯一の定期航路であり観光シーズン等繁忙期で
あっても村民が乗船できるよう十分な村民枠の確保が図られるべきと村も考え
ており、小笠原海運へ要望しました。（副村長）

 《要望への回答》
小笠原海運からの回答は、村民が発売初日に乗船券を確保できるよう、村民枠を

拡大する。ただし発売初日の翌日以降はこれまでと同様、キャンセル待ちをお願いす
る。とのことでした。

提示されたこの方法で改善されるか、今後動向を注視していきます。今回の改善策
は、発売初日に限られたものであることから、村としてもチケット発売開始日を村民
が把握できるような広報に努めてまいります。（副村長）
これを受け、10月2日村議会は小笠原海運を訪問し、回答内容の確認を行いまし
た。

 その他の議題

●小笠原諸島返還50周年記念事業
●世界自然遺産（継続）
●平成31年度小笠原諸島振興開発事業概算要求について

村民の希望する船のチケットが買えない問題
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　杉田一男委員長　　　安藤重行副委員長　
6月定例会以降の硫黄島に関する各事業の報告を受けました。

 遺骨収集事業  …  滑走路地区の掘削作業について
滑走路下の掘削実施で遺骨が収容されているのか。（安藤）

滑走路下の掘削は遺骨収集ではなく高性能レーダーによる試掘。その最中に
遺骨が見つかる事もあるが、現在報告は受けていない。（村長）

返還50周年記念式典で都知事は
「村民の安心､安全を守る観点から､飛行場建設は必要」
  ｢1000m以下の滑走路で運用可能な機材について調査する｣
と発言。その詳細な説明がありました。
また、7月12日に開催された航空路協議会で話し合われた
内容等について説明がありました｡

 航空路協議会※       ※小笠原の航空路開設について検討、合意形成を図るため、都が
　　　　　　　　　　       主体となって設置した協議の場。

空港をつくってください。機種を選んでくださいではない。空港をつくるた
めに何をすべきか。（杉田）
飛行場をつくり航空路を開設していただければ、私的にはそれで了。私もそ
ういう原点に立ち返り、これから要望活動等もしていきたい。（村長）

その他  ●小笠原を応援する会※はとにかく飛行場をつくろうと。飛行機はこれから
の意見　　決める。とにかく飛行場をつくるということで、村長と議会みんなで進
　　　　 めていきたい。（池田議長）

●　私の見解だが、悲しい言い方になるがもうできる訳ない、（東京都は）や 
　　　   らないと思っている。航空路ができればもちろんそれがいいと思ってい  
　　　     る。（鯰江）

※小笠原を応援する会…平成27年9月に設立。二階俊博自民党幹事長等が発起人となり、小笠原来
島経験のある国会議員を中心に構成。小笠原諸島の振興開発と国益の保全を図り、住民生活の安
定を推進する目的をもって課題の解決に向け取り組むため設立されました。

航空路協議会の会議録、配布資料は、東京都公式ホームページで見ることができます。
東京都総務局行政部>多摩・島しょの振興>小笠原航空路協議会　で　検　索

硫黄島調査特別委員会　9月12日　

小笠原航空路開設推進特別委員会　9月12日
　一木重夫委員長　　清水良一副委員長

平成 27年に小笠原空港開設推進特
別委員会として設置。同年、「空港
開設」から「航空路開設」に名称を
変更。航空路開設に向けて、各委員
が村執行部や他の委員に対して質疑
をしたり、意見を述べる場です。航
空路開設の在り方について、活発な
質疑・意見の発信がされています。
今回の委員会でも様々な意見がなさ
れました。
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月　日 開始時間 会議名 内容
12月17日（月）
12月19日（水）

午前10時
午前 9時
午前11時
午後 2時

午後3時30分

本会議
総務委員会
硫黄島調査特別委員会
小笠原航空路開設推進特別委員会
本会議

会期の決定、一般質問等

議案審議

本会議、各委員会は傍聴できます。開会5分前まで傍聴受付を行っています。
またテレビ11チャンネル、小笠原村公式サイト内ライブ配信システムで中継放送を
行っています。ぜひご覧ください。

平 成 30 年 第 4 回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）平 成 30 年 第 4 回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）

会議での発言内容など詳しく知りたい時は、会議録をご覧ください。
〇村役場議会事務局
〇地域福祉センター図書室
〇母島支所　
〇母島図書室で閲覧できます。
パソコンやスマートフォンなどで見ることもできます。
小笠原村公式サイト→議会事務局→会議録で　検　索

会議録も読んでみてね！
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8
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ガ
ラ
パ
ゴ
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諸
島
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訪
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し
ま
し
た
。

今
年
3
月
に
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
中
高
生
が
小
笠
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を
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相
互
の
国
際
交
流
と
な
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ま
し
た
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今
年
は
日
本
と
エ
ク
ア
ド
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国
交
を
樹
立
し
て
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0
0
周
年
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た
め
、
9
月
に
エ
ク
ア
ド
ル
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領
が

日
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問
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安
倍
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ル
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領
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。
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さ
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ガ
ラ
パ
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訪
問
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島
っ
子
の
一
人
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次
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よ
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感
想
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い
て
ま
す
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「
国
内
外
を
問
わ
ず
見
聞
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て
い
き
、
自
分
が
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ま
れ
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た
小
笠
原
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返
し
を
す
る
て
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が
無
い
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模
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い
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小
笠
原
村
の
未
来
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っ
て
、
大
き
な
財
産
と
な
る
記

念
事
業
に
な
り
ま
し
た
。
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お問い合わせ先　小笠原村議会事務局　電話 2-3118　FAX　2-3208　メール gikai@vill.ogasawara.tokyo.jp


